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(π−, K+) DCX reactionによる Λ spectrum
10B(π−,K+) 10

ΛLi First successful measurements
KEK-PS-E521 P. K. Saha et al., PRL94 (2005) 052502. （図は 1.2 GeV/cの場合）

g.s.
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Cross Section: 11.3 ± 1.9 nb/sr (p
π− = 1.20 GeV/c) (π+,K+)反応の 1/1000

5.8 ± 2.2 nb/sr (p
π− = 1.05 GeV/c)



2段階過程 π−p→ K0Λ
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DWIAによる理論計算 T. Yu. Tretyakova, D. E. Lanskoy, Phys. At. Nucl. 66 (2003) 1651.
→ 2段階過程の寄与がほとんどであると主張

22 nb/sr for p
π− = 1.20 GeV/c (Exp.: 11.3 ± 1.9 nb/sr)

38 nb/sr for p
π− = 1.05 GeV/c (Exp.: 5.8 ± 2.2 nb/sr)

Cross sectionの大きさと入射運動量に
対する依存性が実験値とあっていない。

1段階過程 π−p→ K+Σ−
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Λ-Σ結合の相互作用によってΛ-hypernucleiの中に Σ混合が起こる。（核内でΣ−p↔ Λnが起こる。）
Σ混合は，DCX反応において，1段階過程π−p→ K+Σ−による Λ生成を可能にする。
もし1段階過程の理論計算が 10

Λ
Liの実験スペクトルを説明できれば（例えば cross sectionの入射運動

量依存），Σ混合を含んだ波動関数の良い検証となる。



結合チャネルDWIAを用いた1段階過程の理論計算 （原田・梅谷・平林）
Λ spectrum by (π−,K+) DCX reaction at 1.2 GeV/c
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→ −W
Σ
= 20–30 MeVはΣ−生成の解析と矛盾しない。

→ V
Σ
= 10–12 MeVあたりが妥当。

→ Σ−混合の割合は P
Σ
= 0.47–0.68 %。

→ 波動関数にはシンプルなものを用いているため，−5 MeV付近の細かい構造をあらわせていない。



殻模型による Σ混合の計算
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ΣΛ
において Λ-Σ結合を摂動項として扱う。

(1) H|φn;Λ〉 = E
Λ;n|φn;Λ〉 を解く⇒ Λが結合した固有状態 |φn;Λ〉 = ∑h Chn|h;Λ〉

(2) H|ψm;Σ〉 = E
Σ;m|ψm;Σ〉 を解く⇒ Σが結合した固有状態 |ψm;Σ〉 = ∑k Dk|k;Σ〉

摂動の1次までを考えると，10
Λ

Liの基底状態は
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殻模型による Σ混合の計算
結果 : エネルギー準位 (10

Λ
Li; T = 3/2, J = 1−)

Λが結合した固有状態（摂動0次） Σが結合した固有状態（摂動0次）
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Λ粒子については1粒子描像がよく成り立つ。
Σ粒子が加わると核子9体系の固有状態が混ざりあう。

核子側の配位混合が大きく変わる。



殻模型による Σ混合の計算
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結果 : Σ-mixing probability

PΣ = 0.48%, PΣ =
∑

m

PΣ,m, PΣ,m,=

∣∣∣∣∣∣∣〈ψm;Σ|V
ΣΛ
|φ0;Λ〉

E
Λ;0 − E

Σ;m

∣∣∣∣∣∣∣
2

結果 : Λ-Σ-coupling strengths
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